
今回は、「安芸地区のかかりつけ医」として地域
医療に貢献できる事を目指しておられる「たにクリ
ニック」の谷 充理 院長にお話を伺いました。

○いつ開業されましたか。
　1948 年から祖父と父が現在
のこの地で「谷外科」を開業し
ており、2006 年に前院長であ
る父が病気で引退後、勤務して
いた松江赤十字病院を辞し、継
承しました。私は祖父や父の背
中を見ながら、この街で生まれ
育ち、多くの知人・友人やお世
話になった地域の皆様に少しで
も貢献したいという思いで診療
を始めました。
○開業されてから今までの
　ことを教えてください。
　消化器内科を専門としており、
胃がんなどの早期発見・早期治
療ができるよう胃の内視鏡検査
を行っていますが、地域のかか
りつけ医として総合的に診療し、
何でも相談に応じています。高
齢な患者さんも多く、慢性疾患
の予防・管理等の必要性を感じ、
地域の皆様のお役に立てればと
思っています。
○毎日の診療で大切にされ
　ている事は何ですか？
　病気のことはもちろん、その
患者さんの背景にも十分に気を
配り、また本人だけでなく家族
の方からもしっかりお話を聞く
という事を大切にしています。
診療の時だけでなく、病院のス
タッフも声を掛けるなどして幅
広く情報を得ながら、協力して、
患者さんをサポート出来るよう
にしています。

○県病院はどんなところで
　すか。
　内視鏡内科に、一緒に働いて
いたことのある先生がおられ頼
みやすく、よくお願いをしてい
ます。また、グループホーム入
所中の患者さんの救急対応時、
県病院のドクターカーが出動し
て対応して頂き、とても助かり
ました。これからも連携・協力
をお願いします。
○力を入れて取り組まれてい
　る事を教えてください。
　安芸地区医師会として、安芸
地区の在宅患者情報を共有でき
る「連携ツール」にて、地域の
病院やクリニック、訪問看護ス
テーションと連携・協力して診
療できるシステムを構築してお
り、在宅医療の充実に力を入れ
取り組んでいます。地域の皆様
が、安心して地域で過ごしてい
ただけるよう尽力していきたい
と考えています。

【取材後記】
　安芸地区の在宅医療の充実に向
けた取り組みについて伺い、地域医
療に貢献されているクリニックである
と感じました。




